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用
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研究計画・研究方法・研究報告等の方法を学び、論文作成、報告会を行う。
原則週1回の卒業研究指導を行う。随時教員による個別指導も行う。
研究計画・研究実施・結果報告・評価についてはグループディスカッション、グループワークを行う。
卒業論文作成後、パワーポイントを作成し、発表を行う。またテーマごとにグループディスカッションを行い理解を深める。

授業計画
【第1回】

第1回〜第2回
オリエンテーション
卒業研究の年間計画等についての説明。

Minami　Kyushu　University　Syllabus
シラバス年度 2024年度 開講キャンパス 宮崎キャンパス 開設学科 管理栄養学科

科目名称 卒業研究 授業形態 演習

授業計画
【第2回】

第3〜6回
研究テーマの決定の準備
研究課題の検討や先行研究、文献資料の収集。

アクティブ
ラーニング

担当教員名 棚町　祥子

授業概要
教員の指導のもとに、研究計画・研究方法・研究報告等の事前学習を行う。
3年生までの給食経営管理論での学習をもとに、研究計画・研究方法や企画・調査・データ分析等を行い、研究論文をまとめる。
管理栄養士として病院での経験をもとに、実践的な給食経営管理論についての指導を行う。

関連する科目 主に給食経営管理論や給食経営管理実習だが、全ての必修科目が関連する。管理栄養学科すべての必修科目の単位を修得すること。

科目コード 300010 4単位 配当学年 4 実務経験教員

授業の進め方
と方法

授業計画
【第3回】

第7〜11回
論文作成の基礎について
論文作成の基礎について学び、書き方やまとめ方を学ぶ。

授業計画
【第4回】

第12〜15回
調査・研究準備
調査・実験等の準備を行う。

授業計画
【第5回】

第16〜45回
調査・研究の実施
研究を実施し、調査等実施したデータの集計等を行う。

授業の到達目標

給食経営管理論や実習等で得た知識等をもとに、自らが課した研究課題を論文としてまとめ、報告することができる。【態度・志向性
の育成】【知識・理解の育成】
研究に必要な統計等の知識を自ら学び、また研究テーマ等に対し、適切な情報収集を行うことができる。卒業後も給食経営管理論の知
識だけでなく、管理栄養士として必要な情報収集や学習が継続できる態度や知識を養う。【態度・志向性の育成】【知識・理解の育
成】

学位授与の方針
（DP)との関連

1.知識・理解を応用し活用する能力−(1)／1.知識・理解を応用し活用する能力−(2)／2.汎用的技能を応用し活用する能力−(2)／3.人間
力、社会性、国際性の涵養−(1)／3.人間力、社会性、国際性の涵養−(2)／3.人間力、社会性、国際性の涵養−(3)／3.人間力、社会性、
国際性の涵養−(4)／3.人間力、社会性、国際性の涵養−(5)／2.汎用的技能を応用し活用する能力−(3)

授業計画
【第6回】

第46〜55回
データ等の分析や引用文献の検索を行い、卒業論文を作成する。

授業計画
【第7回】

第56〜59回
論文発表の準備
グループディスカッションを行い、卒業研究についてまとめ、パワーポイント作成を行う。

授業計画
【第8回】

第60回
研究論文の発表
パワーポイントで発表を行う。



授業時間外学習【予習】

授業時間外学習【復習】

研究テーマに関する文献の検索や文献を読み、簡潔にまとめる。（3時間）

卒業研究でおこなったディスカッションや個別指導等での内容についてまとめる。（1時間）

備考

評価方法・基準

研究意欲（20点）
知識の習得状況（30点）
研究成果（30点）
研究成果の発表（20点）

テキスト 必要に応じて紹介する。

参考書 研究テーマに沿って、その都度参考資料を用いる。

課題に対する
フィードバック

研究室で卒業研究発表会を行い、評価をおこなう。また研究成果を論文とする。




